
 奈良市指定文化財　古墳時代の甲
かっちゅう

冑と武器・馬具

山町　ベンショ塚古墳出土　古墳時代中期（５世紀）

　古墳時代中期には古墳に鉄製の武具や武

器が多く納められるようになります。ベン

ショ塚古墳は、全長が約７０ｍある中規模の

前
ぜんぽうこうえんふん

方後円墳です。奈良市南部に勢力をもった豪

族の墓と考えられ、甲冑や武器、馬具が副
ふくそうひん

葬品

として納められていました。 冑
かぶと

はひさしが付

いた帽子の形をしており、鉄小札を 鋲
びょうてつこざね

で留め

てつくっています。 甲
よろい

は短
たんこう

甲と呼ばれる上半

身をおおうもので、三角形の鉄板を革ひもで

綴
と

じ合
あ

わせています。鉄
てつぞく

鏃や馬の鞍
くらかなぐ

金具も出

土しており、甲冑を着て馬にまたがる古墳時

代の武人の姿がうかがえます。
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